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現
市
民
病
院
が
平
成
二
十
七
年
に
は
立
て
替
え
移
転

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
併
せ
て
、
岡
山
市
で
は
救

急
医
療
体
制
の
強
化
の
た
め
の
Ｅ
Ｒ
設
置
と
と
も
に
、保

健
・
医
療
・
福
祉(

介
護)

連
携
促
進
の
た
め
の
事
業
を
市

と
し
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
連

携
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
、平
成
二
十
三
年

度
に
市
役
所
保
健
福
祉
局
に
新
病
院
・
保
健
福
祉
政
策
推

進
課
が
発
足
し
、
市
内
各
所
の
医
療
・
介
護
関
係
事
業
所

や
団
体
、
従
事
者
の
方
々
に
現
状
や
課
題
を
う
か
が
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
地
域
の
保
健
・
医
療
・
福
祉(

介
護)

の
連
携
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
関
係
す
る
専
門
職
や
従

事
者
の
多
職
種
に
ま
た
が
る
情
報
交
換
、顔
の
見
え
る
関

係
作
り
の
場
が
ほ
し
い
と
の
声
が
多
数
よ
せ
ら
れ
ま
し

た
。 一

方
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
平
成
二
十
二
年
度
よ
り
御

津
医
師
会
を
中
心
に
、
糖
尿
病
や
在
宅
終
末
期
医
療
に
関

わ
る
多
職
種
、多
機
関
の
連
携
促
進
の
た
め
の
活
動
が
広

が
っ
て
き
て
い
ま
し
た(m

itu
ish

ikai.com
/society

）
。

こ
れ
は
、
糖
尿
病
に
つ
い
て
は
診
療
所(

医
科
、
歯
科)

と 

総
合
病
院
ス
タ
ッ
フ
が
、
在
宅
医
療
に
つ
い
て
は
医
師 

(

診
療
所
、
病
院)

、
薬
剤
師
、
歯
科
医
師
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
等
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ 

ス
タ
イ
ル
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
し
た
。こ
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
、
参
加
者
に
好
評
で
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
契
機
に
診
療
上
の
新
た
な
連
携
が
発
生
し
た
り
、
地
域

の
医
療
・
介
護
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
場
が
出
来
て
き
て 

い
ま
し
た
。 

こ
の
御
津
医
師
会
の
成
果
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
市
と
し
て
も
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
市
内
三
地
域
を

モ
デ
ル
地
域
と
し
て
各
種
事
業
を
企
画
し
、
併
せ
て
、
在

宅
医
療
に
取
り
組
む
医
師
を
増
や
す
こ
と
を
目
標
と
し

て
、
訪
問
診
療
ス
タ
ー
ト
支
援
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
意
図
や
、
現
在
ま
で
の

進
捗
状
況
を
報
告
し
ま
す
。 

 顔
の
見
え
る
連
携
構
築
会
議(

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ) 

こ
の
会
議
は
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
テ
ー
マ
は
「
在
宅
医
療
連
携
」
と
い
っ

た
広
範
な
も
の
か
ら
、
糖
尿
病
、
終
末
期
医
療
、
認
知
症

と
い
っ
た
個
別
疾
患
ケ
ア
に
関
す
る
こ
と
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
予
定
で
す
。
参
加
者
は
、
在

宅
医
療(

介
護)

、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
に
関
わ
る
多
職
種
、

多
事
業
者
の
か
た
で
、
範
囲
を
市
と
し
て
は
福
祉
区
に
設

定
し
て
い
ま
す
。
各
福
祉
区
で
年
三
～
四
回
程
度
開
催
し

ま
す
。 

さ
る
七
月
三
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
南
福
祉
区
で
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
「
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
最
期
ま
で

自
宅
で
過
ご
せ
る
南
地
域
に
な
る
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

三
十
七
名(

医
師
七
、
歯
科
医
三
、
薬
剤
師
三
、
看
護
師

二
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
十
六
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
三
、

支
援
相
談
員
一
、
行
政
六
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
二)

の

参
加
者
で
有
意
義
な
対
話
が
広
が
り
ま
し
た
（
図
一
・
二
）
。 

  

                

 

八
月
二
十
三
日
に
は
中
区
で
「
こ
う
す
れ
ば
地
域
の
病

院
と
在
宅
と
施
設
が
つ
な
が
る
」
と
題
し
て
一
○
一
名
が

集
ま
り
熱
心
な
対
話
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
ち
ま
し
た
。
八
月

二
十
八
日
に
は
北
福
祉
区(

御
津
医
師
会)

で
「
理
想
の
退

図 1  7 月 31 日のワールドカフェ@南福祉区
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院
移
行
支
援
と
は
」
と
題
し
て
、
五
十
四
名
が
集
ま
っ
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
持
ち
ま
し
た
。 

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
と
い
う
の
は
四
～
五
人
が
一
つ
の

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
対
話
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
、
メ
ン
バ

ー
を
変
え
な
が
ら
繰
り
返
す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。討

論
会
や
二
者
択
一
の
協
議
に
は
向
か
な
い
も
の
の
、
多
様

な
意
見
か
ら
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
作
り
出
し
た
り(

ア
イ

デ
ア
の
創
発)

、
当
事
者
の
共
通
性(

コ
モ
ン
・
グ
ラ
ウ
ン

ド)

を
確
認
し
あ
っ
た
り
す
る
た
め
に
は
有
効
な
方
法
で

す
。 様

々
な
企
業
や
行
政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
企
画
開
発
や
、
チ

ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

    

 

み
ん
な
で
作
る
地
域
医
療
会
議(

オ
ー
プ
ン
・
ス
ペ
ー

ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー 

Ｏ
Ｓ
Ｔ) 

こ
の
会
議
は
オ
ー
プ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

(

Ｏ
Ｓ
Ｔ)

ス
タ
イ
ル
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
地
域
医

療
や
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
に
関
心
の
あ
る
専
門
職
や
事

業
者
、
住
民
、
行
政
関
係
者
が
一
堂
に
集
ま
り
、
そ
の
時

に
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
自
由
に
意
見
交
換
す

る
会
で
す
。
こ
の
事
業
も
、
市
内
の
三
福
祉
区
で
今
年
度

一
回
ず
つ
開
催
予
定
で
す
。 

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
は
Ｉ
Ｔ
関
係
の
学

会
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
の
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
で
は
主
流
の
ス
タ
イ
ル
だ
そ
う
で
す
。
筆
者

自
身
こ
の
種
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経
験
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
予
め
設
定
し
た
分
科
会
な
ど
よ

り
も
む
し
ろ
充
実
し
た
協
議
が
で
き
る
、
参
加
者
自
身
の

主
体
的
参
加
が
起
こ
る
、
参
加
者
に
連
帯
感
が
形
成
で
き

る
な
ど
の
利
点
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一

般
に
は
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
等
で
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る

ア
イ
デ
ア
に
、
具
体
的
な
戦
略(

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン)

や
戦
術
を

肉
付
け
す
る
場
合
に
、
と
て
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
各
福
祉
区
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
形

作
る
こ
と
が
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
目
的
で
す
。 

 ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
会
議 

「
連
携
構
築
会
議
」
に
し
て
も
「
み
ん
な
で
作
る
会
議
」

に
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
の
、
ど
の
よ
う
な
メ
ン

バ
ー
の
集
ま
る
も
の
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
行
政
側

が
一
方
的
に
決
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ワ
ー
ル

ド
・
カ
フ
ェ
な
り
Ｏ
Ｓ
Ｔ
な
り
が
動
い
て
、
昨
年
度
、
御

津
医
師
会
地
域
で
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
自
然
発
生
的

に
有
志
が
決
ま
っ
て
く
る
、
そ
し
て
、
有
志
が
さ
ら
に
さ

ま
ざ
ま
な
企
画
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
理
想
で
す
。

し
か
し
、
ま
だ
地
域
内
の
多
職
種
の
協
議
の
場
が
無
い
、

そ
の
場
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
場
を
作
ろ
う
と
い
う
メ
ン
バ

ー
も
集
ま
ら
な
い
と
い
う
状
況
で
は
、
鶏
が
先
か
、
卵
が

先
か
と
い
う
状
況
に
立
ち
至
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
年
度
は
昨
年
度
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
な
か
で
各
地
域
で

活
躍
な
さ
っ
て
い
る
方
へ
半
ば
無
理
や
り
お
願
い
す
る

形
で
有
志
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
策
定
会
議
と
銘
打
っ
て
、
当
初
の
企
画
に
参
画
い

た
だ
き
ま
し
た(

結
果
的
に
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学

会
会
員
の
方
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す)

。 

今
後
、
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
や
Ｏ
Ｓ
Ｔ
が
開
か
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
や
各
地
域
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
策
定
、
さ
ら

に
は
そ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
達
成
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
策
定
に
関
心
の
あ
る
方
に
は
、
積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
し
て
い
き
ま
す
。 

 訪
問
診
療
ス
タ
ー
ト
支
援
事
業 

昨
年
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
、
訪
問
診
療
に
関
心
が
あ

っ
て
も
、
着
手
に
は
至
ら
な
い
と
い
う
医
師
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
訪
問
診
療
の
着
手
に
至
ら
な
い
要
因
が
、

治
療
法
や
診
断
技
術
な
ど
の
知
識
不
足
な
ど
に
あ
る
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
連
携
す
べ
き
他
機
関
と
の
関
係
作

り
や
、
診
療
報
酬
手
続
き
の
こ
と
、
診
療
所
不
在
時
の
対

応
な
ど
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
障
壁
が
影
響
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。 

こ
う
し
た
障
壁
の
解
消
に
当
た
っ
て
は
、従
来
の
座
学

で
の
研
修
等
は
効
果
が
期
待
で
き
そ
う
に
な
い
と
考
え
、

熟
達
者
へ
の
相
談
リ
ソ
ー
ス
作
り
の
研
修
を
企
画
し
ま

図２  7 月 31 日のワールドカフェでの記録
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た
。
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｎ
Ｈ
Ｓ
で
二
Ｏ
Ｏ
Ｏ
年
頃
か

ら
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
成
果
を
あ
げ
て
い
る

co-m
en

torin
g(

相
互
助
言)

に
倣
っ
た
方
法
で
す
。 

具
体
的
に
は
、
市
内
で
既
に
訪
問
診
療
に
長
年
携
わ
っ

て
こ
ら
れ
て
い
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
、こ
れ
か
ら
訪
問
診

療
に
着
手
し
よ
う
と
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
医
師
と
で

二
～
三
人
の
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
で
、研
修
の
目
標
を
立
て
て
い
た

だ
き
、
随
時
の
相
談
や
相
互
訪
問
、
往
診
同
行
な
ど
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
三
ヵ
月
後
に
全
体
で
集
ま
っ
て
、

成
果
を
共
有
、
再
度
、
グ
ル
ー
プ
の
組
み
換
え
を
し
て
、

同
様
の
研
修
を
行
う
と
い
う
企
画
で
す
。ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
は
、
医
師
十
三
名(

主
に
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学

会
会
員
の
医
師
で
す)

に
お
願
い
し
、
研
修
に
は
十
六
人

の
医
師
が
参
加
な
さ
っ
て
い
ま
す
。 

 

以
上
、
保
健
・
医
療
・
福
祉(

介
護)

連
携
推
進
に
関
す

る
平
成
二
十
四
年
度
の
岡
山
市
事
業
を
紹
介
し
ま
し
た
。

従
来
の
行
政
事
業
と
は
一
味
違
う
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
醸
成
事
業
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

事
業
を
意
図
し
て
い
ま
す
。多
く
の
関
係
者
が
気
軽
に
参

加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

岡
山
市
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
リ
ン
ク
も
ご
覧

下
さ
い
。 

w
w
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ku
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oken
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◆
連
携
シ
ー
ト
「む
す
び
の
和
」普
及
事
業 

◎
浅
口
市
モ
デ
ル
事
業
報
告
会 

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
一
日
（
土
）
、
午
後
二
時
か
ら 

浅
口
市
の
サ
ン
パ
レ
ア
に
て
市
内
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、 

メ
デ
ィ
カ
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
地
域
包
括
支
援
セ 

ン
タ
ー
職
員
な
ど
約
五
十
人
が
集
ま
り
報
告
会
が
行
な
わ 

れ
ま
し
た
。 

内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

 

一
、
二
つ
の
事
例
発
表
を
受
け
て
の 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
ま
と
め 

 『
む
す
び
の
和
』
の
連
携
シ
ー
ト
に
つ
い
て
改
善
案
と

し
て
は
、
①
家
族
の
構
成
部
分
（
ジ
ェ
ノ
グ
ラ
ム
）
を
よ

り
大
き
く
す
れ
ば
家
族
情
報
が
把
握
し
や
す
い
。
ま
た
家

族
の
連
絡
先
も
入
っ
た
ほ
う
が
良
い
。
②
時
系
列
に
記
入

で
き
る
よ
う
工
夫
が
必
要
。
③
「
頑
張
れ
ば
自
分
で
で
き

る
」
の
欄
は
、「
無
理
を
す
れ
ば
自
分
で
で
き
る
」
と
い

う
よ
う
に
受
け
止
め
や
す
く
記
入
し
づ
ら
い
。
「
工
夫
す

れ
ば
自
分
で
で
き
る
」
な
ど
他
の
表
現
も
検
討
し
て
も
良

い
。
④
情
報
を
整
理
し
や
す
く
伝
達
も
し
や
す
い
連
携
シ

ー
ト
で
あ
る
が
、
記
入
量
が
多
い
た
め
ケ
ア
マ
ネ
の
仕
事

量
が
増
え
る
。⑤
電
子
カ
ル
テ
の
よ
う
に
担
当
し
た
部
署

が
そ
れ
ぞ
れ
で
記
入
し
見
ら
れ
る
よ
う
に
で
き
た
ら
良

い
。
等
が
出
ま
し
た
。 

大
橋
先
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
は
、
家
族
の
力

だ
け
で
な
く
地
域
の
力
も
記
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
ジ
ェ
ノ
グ
ラ
ム
を
真
ん
中
に
お
き
、
エ
コ
マ
ッ
プ
も

入
れ
た
も
の
が
で
き
る
と
良
い
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
も
必
要
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 二
、
講
演
骨
子 

 

『
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
地
域
連
携
パ
ス 

 

～
地
域
主
権
と
社
会
福
祉
行
政
の
計
画
化
～
』 

  
 
 
 
 

講
師 

日
本
社
会
事
業
大
学
大
学
院 

特
任
教
授 

 

大
橋 

謙
三 

先
生 

 

は
じ
め
に
「
な
ぜ
今
、
連
携
パ
ス
シ
ー
ト
の
勉
強
会
を

し
て
い
く
の
か
」
。
浅
口
市
は
人
口
三
二
、
〇
〇
〇
人
。

取
り
組
み
や
す
い
規
模
で
あ
る
。
ぜ
ひ
医
療
、
福
祉
、
保

健
の
統
合
に
基
づ
く
住
民
生
活
の
安
心
、
満
足
の
向
上
、

専
門
職
の
連
携
に
よ
る
評
価
の
向
上
や
適
正
利
潤
の
保

証
を
つ
く
り
、全
国
に
発
信
を
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

う
。 

 

今
後
の
国
の
政
策
動
向
と
し
て
は
、
地
方
自
治
体
の
主

体
性
の
確
立
と
住
民
の
協
働
に
よ
る
改
革
を
推
進
す
る

た
め
の
整
備
を
し
て
い
く
。
地
域
経
済
に
と
っ
て
、
福
祉

の
仕
事
は
大
き
い
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
。経
済
を
活
性
化

し
て
か
ら
福
祉
を
充
実
さ
せ
る
の
は
も
う
駄
目
。
福
祉
が

充
実
し
、
安
心
と
安
全
が
地
域
に
実
感
で
き
る
福
祉
の
街

を
つ
く
る
こ
と
が
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
経
済
も

よ
く
な
り
財
政
安
定
化
に
も
つ
な
が
る
。 

 

で
は
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は｢

国
の
責
任
で
や
る
も

の｣

か
「
市
の
責
任
で
や
る
も
の
」
か
？
一
九
九
〇
年
以

降
、
社
会
福
祉
は
市
町
村
が
計
画
に
基
づ
い
て
進
め
て
い
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く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
「
市
の
福
祉
が
良
く
な
る
か
な

ら
な
い
か
は
、
市
の
住
民
力
に
よ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

二
〇
〇
〇
年
以
降
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
、
利
用
の
時

代
に
お
け
る
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
軸
に
し
た
地
域
福

祉
の
時
代
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
ソ

ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
に
な
る
。ま

た
家
族
機
能
の
変
容
、
少
子
高
齢
時
代
に
お
け
る
生
活
の

し
づ
ら
さ
、
孤
独
、
認
知
症
の
増
加
に
よ
り
、
成
年
後
見

制
度
の
必
要
性
が
増
え
る
。六
十
五
歳
以
上
で
一
週
間
で

他
人
と
全
く
話
す
機
会
が
な
い
人
は
何
人
か
？
こ
れ
は

東
京
で
は
二
％
で
千
二
百
人
に
な
る
。こ
の
人
た
ち
の
孤

独
が
わ
か
り
ま
す
か
？
今
は
そ
ん
な
孤
独
が
、
連
携
で
き

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
た
農
村
部
で
も
お
き
て
い
る
。 

 

地
域
自
立
生
活
支
援
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
視
点
で
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
展
開
す
る
と
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
よ

う
に
住
民
の
学
習
能
力
を
高
め
る
座
談
会
を
組
織
し
て

い
く
力
が
必
要
に
な
る
。
地
域
住
民
と
と
も
に
チ
ー
ム
と

し
て
専
門
職
も
入
り
考
え
て
い
く
取
り
組
み
が
必
要
に

な
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
文
責 

黒
住
紀
子
） 

    

 

  

◎
む
す
び
の
和
を
学
ぶ 

―
ケ
ア
マ
ネ
協
会
倉
敷
支
部
― 

  

ケ
ア
マ
ネ
協
会
倉
敷
支
部
の
研
修
会
が
八
月
四
日

(

土)

午
後
二
時
か
ら
倉
敷
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
約
四
十
人
で
し
た
。 

 

研
修
で
は
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
が
作
成
し
、

普
及
中
の
連
携
シ
ー
ト
む
す
び
の
和
に
つ
い
て
の
概
要

の
説
明
、
実
例
の
紹
介
な
ど
を
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア

学
会
宮
原
会
長
並
び
に
む
す
び
の
和
「
作
業
部
員
」
か
ら

説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、
進

行
係
り
と
記
録
係
り
、
発
表
す
る
係
り
を
決
め
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。 

 

グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、
積
極
的
に
手
が
上
が
り
質
問
を
受

け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
丁
寧
に
作
業
部
員
が
説
明
を
し
て
回
り

ま
し
た
。
質
問
の
多
か
っ
た
も
の
は
、
活
動
と
参
加
の
記

入
の
仕
方
や
内
容
（
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
、

目
標
の
立
て
方
、
終
末
期
を
聞
き
出
す
時
期
な
ど
）
。 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
後
の
報
告
で
は
「
介
護
の
方
に
も
わ

か
り
や
す
い
」「
書
き
や
す
い
」「
状
態
が
つ
か
み
や
す
い
」

「
か
か
り
つ
け
医
師
と
の
連
携
が
と
り
や
す
い
」
「
個
人

因
子
、
環
境
因
子
が
そ
の
人
を
知
る
上
で
大
切
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
」
、
反
面
「
記
入
す
る
こ
と
が
多
く
て
大

変
だ
」「
も
と
も
と
ケ
ア
マ
ネ
の
記
録
用
紙
が
多
す
ぎ
る
」

「
誰
が
書
く
の
か
」
「
家
族
に
も
見
せ
て
よ
い
の
か
、
特

に
本
人
に
見
せ
る
場
合
に
本
当
の
こ
と
を
書
い
て
い
い

の
か
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
が
、
一

つ
の
使
え
る
連
携
シ
ー
ト
と
し
て
む
す
び
の
和
を
認
識

し
、
理
解
は
で
き
た
よ
う
で
す
。 

 お
知
ら
せ 

十
月
二
十
日
（
土
）
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
、
第
二
回
講
座
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。 

 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・ケ
ア
学
会 

実
践
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

日
時 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
一
日
（
土
） 

 
 
 
 
 

午
後
二
時
～
四
時
三
十
分 

会
場 

岡
山
衛
生
会
館 

五
階 

中
ホ
ー
ル 

テ
ー
マ 

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
課
題
と
期
待
」 

◆
講
演
並
び
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

 



 

設
の
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
が
合
同
研
修
会
で
栄
養
情
報

た
し
ま
す
。

手
掛
け
る
栄
養
士
が
増
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
入
退
院
時
や
施
設
間
で
必
要
と
さ
れ
る
食
事
提

供
が
共
通
理
解
の
下
で
行
え
る
よ
う
に
、病
院
と
福
祉
施

設
の
管
理
栄
養
士

栄
養
士
が
合
同
研
修
会
で
栄
養
情
報

は
じ
め
、
多
職
種
連
携
の
た
め
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

栄
養
士
会
の
役
割
が
果
た
せ
る
よ
う
今
ま
で
以
上
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

や

（ペース

ー
ス
ト
）
固
形
食
（
舌
で
潰
せ
る
固
さ
、
繊
維
の
少
な
い

も
の
、
滑
ら
か
な
も
の
、
飲
み
込
み
易
い
も
の
、
ま
と
ま

り
易
い
、
ま
た
は
す
で
に
食
塊
に
な
っ
て
い
る
も
の
）
を

手
掛
け

栄
養
士

増
え
て
い

す
。

 
 

員
と
し
て
も
、
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
が
、
県
内
す
み
ず

み
ま
で
食
を
支
え
る
支
援
が
で
き
る
こ
と
を
ゴ
ー
ル
に

活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
関
連
団
体
の
先
生
方
を

わらか 

ト）固形食 

の
維
持
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
厨
房
ス
タ
ッ
フ
と
も
に
ソ 

フ
ト
食
（
大
き
さ
や
形
は
一
口
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
配

慮
し
、
歯
茎
ま
た
は
舌
で
潰
せ
る
固
さ
）
、
や
わ
ら
か
（
ペ

る
に
あ
た
り
、未
就
業
の
潜
在
管
理
栄
養
士
の
人
材
発
掘

と
育
成
を
行
い
ま
す
。 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
一

シャケのホ

す

的

活
動

い

す

二
年
前
の
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
学
術
大
会
で

は
、
食
事
形
態
の
名
称
統
一
と
共
通
定
義
の
発
表
を
行
い

ま
し
た
が
、
病
院
や
福
祉
施
設
で
は
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ

運
用
を
試
み
ま
す

②
飲
み
込
み
に

い
人

食
欲
が
な

い
人
・
低
栄
養
な
ど
が
心
配
な
高
齢
者
へ
の
支
援
シ
ス
テ

ム
構
築
の
た
め
、
栄
養
状
態
把
握
の
た
め
の
食
事
調
査
を

も
と
に
栄
養
支
援
を
試
み
ま
す
。
①
、
②
の
事
業
を
進
め

イル焼き 

5 

め
ざ
し
健
や
か
に
よ
り
よ
く
生
き
る
」
と
の
ニ

ズ
に
応

え
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
及
び
教
育
等
の
分
野
に
お
い
て
、

食
と
栄
養
の
指
導
を
通
し
て
公
衆
衛
生
の
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 
 

年
か
ら
取
組
ん
で
い
る
「
糖
尿
病
等
栄
養
管
理
連
携
支
援

シ
ス
テ
ム
活
用
推
進
事
業
」
を
参
考
に
、
専
門
病
院
と
か

か
り
つ
け
医
の
切
れ
目
な
い
医
療
連
携
体
制
の
な
か
で

運
用
を
試
み
ま
す
。
②
飲
み
込
み
に
く
い
人
・
食
欲
が
な

ソフト食

 

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
、
公
益
社
団
法
人
岡
山

県
栄
養
士
会
に
な
り
、
す
べ
て
の
人
々
の
「
自
己
実
現
を

め
ざ
し
健
や
か
に
よ
り
よ
く
生
き
る
」
と
の
ニ
ー
ズ
に
応

築
す
る
」
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
事
業
の
内
容
は
、
①
栄
養

ケ
ア
を
目
的
と
し
た
地
域
連
携
パ
ス
で
、県
南
東
部
で
昨

年
か
ら
取
組
ん
で
い
る
「
糖
尿
病
等
栄
養
管
理
連
携
支
援

ソ

の

 

公
益
社
団
法
人
岡
山
県
栄
養
士
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

寺
尾
幸
子 

機
関
と
連
携
し
栄
養
ケ
ア
を
行
う
」
そ
し
て
、
「
健
康
で

元
気
な
高
齢
者
が
、
楽
し
く
お
い
し
く
安
全
な
食
事
の

経
口
摂
取
が
維
持
で
き
る
よ
う
な
連
携
シ
ス
テ
ム
を
構 

ソフト食 
（献立：ご飯

の煮付、なま

 
 

援
～
」
事
業
を
は
じ
め
ま
す
。
こ
の
事
業
の
目
的
は
、「
病 

院
で
の
食
事
指
導
か
ら
退
院
後
の
食
事
指
導
へ
の
連

続
性
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
の
医
療
関
係

機
関

連
携

栄
養

行

「
健
康
で

 

“
命
の
源
で
あ
る
食
の 

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
め
ざ
し
て
” 

飯、鰤の照焼

ま酢、すまし

◆
関
連
団
体
の
ご
紹
介 

 

 

◎ 

岡
山
県
栄
養
士
会
の
紹
介 

員
相
互
に
啓
発
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

今
年
度
は
、
新
た
に
「
地
域
連
携
パ
ス
を
用
い
た
在
宅

栄
養
ケ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
元
気
い
き
い
き
高
齢
者
支

焼、じゃが芋

し汁、みかん）

◆
関
連
団
体
の
ご
紹
介

提
供
書
を
作
成
し
、
先
区
的
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
会

芋

）
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◆
会
員
の
声 

平
成
二
十
四
年
度 

 

第
一
回 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・ケ
ア
学
会
講
座
に
参
加
し
て 

 
 
 
  

（
社
福
）
岡
山
県
社
会
福
祉
協
議
会 

山
本
茂
樹 

 

去
る
七
月
七
日(
土)
に
岡
山
衛
生
会
館
五
階
中
ホ
ー

ル
に
て
、
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
講
座
と
し
て
、

宮
城
県
南
三
陸
町
医
師
本
田
剛
彦
氏
を
迎
え
、
テ
ー
マ

｢

千
年
に
一
度
の
巨
大
津
波
に
遭
遇
し
て｣

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

こ
の
研
修
で
は
被
災
者
と
し
て
の
立
場
で
、
体
験
を
通

し
て
考
え
、
感
じ
ら
れ
た
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
内
容
の
一
部
で
す
が
、
津
波
は
一
瞬
で
町
全

体
を
無
に
変
え
て
し
ま
い
、
そ
こ
に
い
た
人
は
生
か
死
の

ど
ち
ら
か
し
か
な
か
っ
た
状
況
だ
っ
た
そ
う
で 

す
。
な
お
、
南
三
陸
町
は
リ
ア
ス
式
海
岸
の
典
型
的
な
地

形
の
と
こ
ろ
で
、
海
岸
か
ら
数
キ
ロ
先
ま
で
十
五
㍍
を
超

え
る
津
波
が
押
し
寄
せ
甚
大
な
被
害
の
爪
痕
を
残
し
、町

一
帯
を
瓦
礫
の
山
に
変
え
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
こ
と
は
、本
田
医
師
の
人
生
観
を
も
大
き
く
変
え
た

そ
う
で
す
。
ご
自
身
も
病
院
も
自
宅
も
被
害
に
遭
い
近
く

の
小
学
校
に
避
難
さ
れ
て
い
る
時
に
、
後
世
に
伝
え
る
べ 

き
記
録
を
残
す
必
要
性
を
感
じ
て
写
真
を
撮
ら
れ
，
一
冊

の
本
と
し
て
ま
と
め
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

そ
う
し
た
中
で
、
遅
々
と
し
て
進
ま
ぬ
復
興
へ
の
道
の

原
因
の
一
つ
が
瓦
礫
の
問
題
で
あ
り
、
処
理
が
十
七
～
十

八
％
し
か
進
ん
で
い
な
い
た
め
に
、
町
の
再
建
に
向
け
て

の
動
き
が
と
れ
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。東
日
本
以
外
の

自
治
体
も
瓦
礫
の
受
け
入
れ
を
も
う
少
し
前
向
き
に
考 

 

え
て
も
ら
い
た
い
と
訴
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
震
災
直
後
の

助
け
合
い
の
気
持
ち
を
持
て
ば
、
困
っ
た
と
き
は
お
互
い 

様
で
助
け
合
う
気
持
ち
も
高
ま
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。今
回
の
大
規
模
災
害
は
広
範
囲
に
わ
た
り
、

津
波
に
あ
っ
た
全
て
の
町
を
水
が
す
べ
て
奪
っ
て
し
ま

っ
た
状
況
で
、国
は
基
よ
り
各
種
の
専
門
家
チ
ー
ム
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
現
地
に
入
り
専
門
的
ケ
ア
を
中
心
に

復
興
支
援
を
行
い
ま
し
た
が
、
町
づ
く
り
（
生
活
基
盤
の

復
興
）
の
観
点
か
ら
は
総
合
的
な
関
わ
り
の
仕
組
み
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

終
わ
り
に
、
本
田
医
師
は
被
災
し
て
特
に
次
の
こ
と
、

①
自
然
の
力
、
地
球
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
②
運
命
の
存
在
、

宗
教
心
、
諸
行
無
常
、
③
人
の
善
意
、
無
償
の
奉
仕
、
④

日
本
人
の
品
格
、
武
士
道
精
神
、
⑤
物
へ
の
執
着
、
究
極

の
断
捨
離
、
⑥
平
凡
な
普
通
の
日
常
生
活
、
⑦
毀
誉
褒
貶

と
お
さ
ら
ば
、
⑧
災
害
に
備
え
よ
、
⑨
人
間
塞
翁
が
馬
、

⑩
上
手
な
生
き
様
と
愉
快
な
生
き
甲
斐
を
求
め
て 
を

考
え
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。 

編
集
後
記 

今
年
の
夏
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
寝
不
足
が
続
い
た
方

も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
応
援
に
も
力
が

入
り
ま
し
た
。
特
に
団
体
競
技
で
メ
ダ
ル
が
多
く
、
協
力

し
合
う
こ
と
で
よ
り
力
を
発
揮
で
き
る
『
人
の
素
晴
ら
し

さ
』を
感
じ
ま
し
た
。 

今
回
は
岡
山
市
保
健
所
の
松
岡
宏
明
先
生
よ
り
、
岡

山
市
が
取
り
組
む
連
携
推
進
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
に
参
加
し
て
、
日
常

の
連
携
に
つ
な
げ
る
た
め
の
「
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
」

に
と
て
も
役
立
つ
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
続
い
て
い
く

と
の
こ
と
で
次
の
開
催
が
楽
し
み
で
す
。 
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